
修
士
論
文
概
要

（113）884

　

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
江
の
島
は
、
相
模
湾
に
面
し
、
片
瀬
海
岸
と
砂
洲
で
繋
が
っ
た

陸
繋
島
で
あ
る
。
現
在
江
の
島
に
は
、
辺
津
宮
・
中
津
宮
・
奥
津
宮
の
三
所
に
そ
れ
ぞ

れ
田
寸
津
比
売
命
・
市
寸
島
比
売
命
・
多
紀
理
比
売
命
の
宗
像
三
女
神
を
祭
神
と
す
る

江
島
神
社
が
鎮
座
す
る
が
、
神
仏
分
離
以
前
は
金
亀
山
与
願
寺
ま
た
は
江
島
寺
と
称
し
、

別
当
岩
本
院
の
支
配
の
も
と
、
弁
才
天
の
霊
場
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
江
島
神

社
と
な
っ
て
か
ら
も
、
弁
才
天
信
仰
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

　

江
島
縁
起
諸
本
（
以
下
江
島
縁
起
）
は
真
名
本
・
仮
名
本
・
絵
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
数
例

現
存
し
、
内
容
に
異
同
は
あ
る
が
、
大
筋
は
い
ず
れ
も
、
弁
才
天
に
よ
る
悪
龍
教
化
譚

を
伴
う
江
の
島
の
出
現
に
始
ま
り
、
そ
の
後
の
高
僧
た
ち
の
来
島
、
ま
た
三
所
の
社
殿

の
由
緒
を
語
り
つ
つ
、
弁
才
天
の
霊
験
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
謡
曲
「
江
野
島
」
が
縁

起
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
ほ
か
、
南
北
朝
期
の
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
弁
才
天
部
に
江
島
縁

起
が
採
録
さ
れ
る
な
ど
、
縁
起
あ
る
い
は
そ
の
断
片
的
要
素
は
広
範
囲
に
伝
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
縁
起
の
成
立
年
代
や
製
作
者
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。
本

論
文
は
、
日
本
の
弁
才
天
信
仰
に
お
い
て
、
江
島
縁
起
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
諸
本
の
う
ち
比
較
的
内
容
が

整
い
、
基
本
的
な
構
成
を
持
つ
江
島
神
社
所
蔵
の
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
を
中
心
に
、

縁
起
に
見
え
る
弁
才
天
信
仰
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
縁
起
成
立
の
思
想
的
背
景
を
考

察
し
た
。

　

第
一
章
「
江
の
島
と
江
島
縁
起
」
で
は
、
江
の
島
及
び
江
島
縁
起
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
整
理
し
た
。
ま
ず
江
の
島
の
歴
史
的
環
境
の
変
遷
を
、
地
形
・
祭
祀
と
支
配

体
制
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
中
世
以
前
の
江
の
島
に
関
す
る
記
録
は
少
な
い
が
、『
吾

妻
鏡
』
で
は
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
源
頼
朝
が
弁
才
天
を
勧
請
し
た
と
し
、
以

降
も
海
上
の
道
の
出
現
や
、
祈
雨
を
目
的
と
し
た
祭
祀
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
江
の
島

の
支
配
体
制
に
つ
い
て
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
が
兼
任
す
る
江
の
島
別
当
に
よ
る
支

配
か
ら
、
岩
本
坊
・
上
之
坊
・
下
之
坊
の
別
当
三
坊
に
よ
る
体
制
と
な
り
、
や
が
て
岩

本
院
を
頂
点
と
す
る
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
、
神
仏
分
離
令
に
よ
り
神
社
と
な
っ
て
現

在
に
至
る
流
れ
を
確
認
し
た
。
次
い
で
、
近
世
の
地
誌
類
に
お
け
る
江
の
島
お
よ
び
縁

起
へ
の
言
及
を
指
摘
し
、
ま
た
近
代
以
降
の
研
究
史
を
確
認
し
た
。
次
に
現
存
す
る
縁

起
諸
本
に
触
れ
、
内
容
の
相
違
を
整
理
し
た
。

　

第
二
章
「
内
容
に
お
け
る
諸
問
題
」
で
は
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
の
語
る
内
容
や

表
現
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
段
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
記
事
が
作
ら
れ

た
の
か
を
考
察
し
た
。

　

弁
才
天
の
悪
龍
教
化
と
江
の
島
の
成
立
を
説
く
最
初
の
段
は
、
江
の
島
の
信
仰
の
根

幹
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
地
名
の
由
来
な
ど
も
語
ら
れ
る
。
対
句
を
多
用
す
る
な
ど

文
飾
が
多
い
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
類
似
す
る
例
は
な
い
。
役
行
者
の
来
島
に
つ
い

て
、
前
半
部
の
伝
は
、
最
初
の
役
行
者
伝
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
を
始
め
、『
日
本
霊

異
記
』
や
『
三
宝
絵
詞
』
の
内
容
を
逸
脱
し
な
い
。
後
半
に
当
た
る
江
の
島
来
島
の
部

分
は
、
伊
豆
流
罪
か
ら
赦
さ
れ
た
役
行
者
が
そ
の
後
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
行
っ
た
と
い
う

伝
説
を
利
用
し
、
縁
起
独
自
の
内
容
に
繋
げ
て
い
る
。
弁
才
天
を
拝
し
た
役
行
者
が
一

尺
八
寸
の
剣
を
安
置
し
て
い
く
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
こ
の
後
に
記
さ
れ
る
高
僧
た

ち
も
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
金
剛
杵
や
宝
珠
な
ど
を
安
置
し
て
い
く
が
、
縁
起
成
立
の
あ
る

時
点
で
実
際
に
そ
う
し
た
伝
承
の
あ
る
品
物
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
縁
起
に
取
り

入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
泰
澄
に
つ
い
て
は
そ
の
来
歴
が
特
に
語
ら
れ
ず
、
事
跡

弁
才
天
信
仰
に
お
け
る
江
島
縁
起
の
位
置
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に
つ
い
て
も
江
の
島
よ
り
も
龍
口
明
神
へ
の
法
施
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
道
智
は

他
の
人
物
の
よ
う
に
有
名
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
ま
た
江
の
島
で
の
事
跡
も
他
と
異
な

り
、
龍
女
の
怒
り
を
買
っ
て
流
さ
れ
る
と
い
う
役
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
以

上
の
二
者
は
と
り
わ
け
、
単
な
る
高
僧
に
よ
る
権
威
付
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
江
の
島
の

神
の
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
重
要
な
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
空
海
に
つ
い
て

は
、
既
に
福
島
金
治
氏
が
、
略
伝
部
の
典
拠
が
『
続
日
本
後
紀
』『
三
教
指
帰
』『
御
遺

言
』『
御
請
来
目
録
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
弁
才
天
を
称
え
る
箇
所
に
『
金
光
明

最
勝
王
経
』
の
頌
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
見
解

に
従
い
た
い
。
円
仁
の
記
事
は
、
前
半
部
分
の
大
部
分
が
通
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
を

出
典
と
し
つ
つ
、「
宇
賀
弁
才
の
法
」
な
ど
出
典
元
に
は
な
い
、
弁
才
天
信
仰
に
関
す

る
要
素
を
伝
記
部
分
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
い
で
記
さ
れ
る
安
然
伝

で
は
、
来
島
の
記
事
は
ご
く
簡
潔
に
終
わ
り
、
そ
の
後
に
安
然
の
記
と
称
し
て
江
の
島

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
挙
げ
る
。
最
後
に
縁
起
の
作
者
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
皇
慶
の
伝

は
、『
谷
阿
闍
梨
伝
』
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
皇
慶
は
台
密
谷
流
の
祖
と
し
て
知

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の
制
作
に
つ
い
て
も
皇
慶
を
仰
ぐ
人
々
が
関
与
し
、
さ
ら
に

元
を
た
ど
っ
て
安
然
そ
し
て
円
仁
を
登
場
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

以
上
の
各
段
を
通
じ
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
に
お
い
て
弁
才
天
の
姿
に
言
及
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
い
ず
れ
も
弁
才
天
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
説
か
れ
る
八
臂
で
あ
る
。

大
山
寺
に
あ
っ
た
縁
起
に
拠
る
と
す
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
江
島
縁
起
が
八
臂
以
外
に

も
二
臂
・
六
臂
の
姿
で
現
れ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
真
名
本
で
繰
り
返
し
弁
才
天
が

説
く
国
土
守
護
の
誓
願
か
ら
考
え
て
も
、
真
名
本
に
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
拠
る

国
家
鎮
護
の
天
部
と
し
て
の
弁
才
天
へ
の
信
仰
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
中
世
以
降
表
れ

て
く
る
宇
賀
神
信
仰
に
つ
い
て
、
真
名
本
で
は
随
所
に
関
連
す
る
語
句
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
縁
起
は
あ
く
ま
で
護
国
の
利
益
し
か
語
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
弁
才
天
信
仰
を
伝
え
る
他
の
霊
山
・
寺
社
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。
真
名

本
『
江
島
縁
起
』
で
安
然
の
記
と
す
る
部
分
に
見
え
る
龍
樹
菩
薩
と
徳
善
大
王
は
、『
渓

嵐
拾
葉
集
』
で
江
の
島
と
共
に
六
所
弁
才
天
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
箕
面
・
脊
振
山
の
縁

起
に
登
場
す
る
。
箕
面
で
は
役
行
者
が
開
基
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
脊
振
山

で
は
江
島
縁
起
の
作
者
と
さ
れ
る
皇
慶
が
修
行
し
、
弁
才
天
の
眷
属
と
も
さ
れ
る
乙
護

法
を
使
役
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
こ
と
か
ら
、
江
島
縁
起
の
成
立
基
盤
に
こ
れ
ら
の

信
仰
も
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

第
三
章
「
龍
口
明
神
と
の
関
係
」
で
は
、
縁
起
に
お
い
て
、
江
の
島
の
弁
才
天
と
、

後
に
龍
口
明
神
と
な
る
五
頭
龍
と
が
、
教
化
す
る
側
と
さ
れ
る
側
で
あ
り
な
が
ら
、
と

も
に
龍
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
が
、
縁
起
の
内
容
に

与
え
る
影
響
を
考
察
し
た
。

　

ま
ず
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
文
芸
作
品
に
み
え
る
江
の
島
と
龍
口
明
神
を
挙
げ
、

両
者
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
考
察
し
た
。
謡
曲
『
江
島
』
の
よ
う
に
夫

婦
と
し
て
の
弁
才
天
と
龍
口
明
神
が
登
場
す
る
も
の
、『
太
平
記
』『
頼
朝
の
最
期
』
な

ど
弁
才
天
の
龍
蛇
と
し
て
の
姿
が
強
調
さ
れ
、
と
き
に
苦
し
む
姿
が
描
か
れ
る
も
の
、

ま
た
源
氏
の
世
を
成
す
た
め
に
、
弁
才
天
が
鬼
の
王
の
娘
に
化
身
し
て
自
ら
の
犠
牲
に

よ
り
義
経
に
秘
法
を
与
え
る
『
御
曹
子
島
渡
』
の
よ
う
に
、
方
便
に
よ
っ
て
衆
生
を
助

け
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
文
学
に
お
い
て
は
、
龍
口
明
神
だ

け
で
な
く
弁
才
天
も
多
分
に
龍
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、『
法
華
経
』
に
登
場
す
る
八
歳
の
龍
女
を
軸
と
し
て
、
弁
才
天
や

厳
島
明
神
等
、
女
性
で
あ
り
、
水
に
関
わ
る
様
々
な
神
が
同
体
あ
る
い
は
姉
妹
と
考
え

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
弁
才
天
が
女
性
で
あ
り
、
龍
に
通
じ
る
こ
と
が
特
徴
的
に
現
れ

て
い
る
の
が
、
縁
起
で
弁
才
天
は
五
頭
龍
を
方
便
に
よ
り
教
化
し
得
た
が
、
そ
の
龍
口

明
神
も
泰
澄
の
法
施
を
受
け
る
ま
で
は
龍
身
の
苦
を
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
。
泰
澄
は
『
本
朝
神
仙
伝
』
や
『
泰
澄
和
尚
伝
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
龍
や

観
音
と
の
関
係
が
深
い
人
物
で
あ
る
。
阿
蘇
や
白
山
で
龍
神
と
対
峙
し
、
そ
の
本
地
を

求
め
る
泰
澄
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
で
龍
口
明
神
を
済
度
す
る
泰
澄
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に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
江
の
島
及
び
江
島
縁
起
の
基
礎
的
事
項
と
研
究
史
を
確

認
し
、
次
い
で
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
各
段
の
出
典
を
検
討
し
た
。
役
行
者
・
空
海
・

円
仁
・
皇
慶
の
伝
記
部
分
に
つ
い
て
は
、
広
く
知
ら
れ
た
伝
記
資
料
を
用
い
、
独
自
の

来
島
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
付
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
弁
才
天

と
龍
口
明
神
の
性
格
を
概
観
し
つ
つ
、『
江
島
縁
起
』
の
弁
才
天
の
龍
蛇
と
し
て
の
性

質
と
、
縁
起
に
お
け
る
泰
澄
の
役
割
を
中
心
に
考
察
し
た
。
江
の
島
の
成
立
を
語
る
部

分
は
、
悪
龍
教
化
譚
に
分
類
さ
れ
る
が
、
弁
才
天
自
身
も
ま
た
龍
女
と
し
て
の
性
質
を

有
す
る
こ
と
が
、
江
島
縁
起
に
お
け
る
特
色
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、

各
地
に
龍
神
の
本
地
を
求
め
た
と
す
る
伝
承
が
残
る
泰
澄
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
縁
起
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

主
要
参
考
文
献

是
沢
恭
三
「
江
島
弁
財
天
の
信
仰
史
」、『
東
京
史
談
』
第
二
二
巻
第
四
号
・
第
二
三
巻
第
一
号
、

東
京
史
談
会
、
一
九
五
四
・
一
二
‐
一
九
五
五
・
四
。

藤
沢
市
教
育
委
員
会
『
藤
沢
市
史
』
藤
沢
市
、
一
九
七
〇
・
一
〇
‐
一
九
八
一
・
一
〇
。

服
部
清
道
「『
江
島
縁
起
』
考
」（『
横
浜
商
大
論
集
』
一
〇
、
一
九
七
七
・
二
。

松
本
公
一
「『
渓
嵐
拾
葉
集
』
所
引
「
江
島
縁
起
」
に
つ
い
て
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
二
、

一
九
八
九
・
一
〇
）。

福
島
金
治
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
成
立
と
鎌
倉
生
源
寺
・
江
ノ
島
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
都

市
・
近
郊
の
信
仰
と
遊
山
・
観
光
│
交
流
と
変
容
』
雄
山
閣
、
一
九
九
九
・
一
〇
）


